





研 究 の 要 約
分数の乗除の指導について、歴史的変遷をた どり、教科書として画期的に刷新され
たと言われる緑表紙教科書 （1935～ 1943年） の説明方法に着目した。 緑表紙教科書
は、 その後の算数教科書の内容にも大きく影響を及ぼしたとされる。 本稿では、 特に
分数の乗除の指導方法について、緑表紙教科書の指導の考え方の特徴を整理し、現行
のものも含めて、 その後の算数教科書との関わりについて調べた。 その結果、①緑表
紙教科書では、（分数） ×（分数） の立式説明は、 今日 「単位量当たりの見方J と呼
ばれる方法に相 当すること、 ②それ以降では、「割合的な見方jによる説明がなされ
た時期があり、 再び「単位量当たりの見方」による説明となる時期を経て、両者が並
記される現行教科書へと続いているということがわかった。 （分数）÷ （分数） な ど
についても、 緑表紙教科書以降の説明方法がいろいろと変化してきたことがわかっ
た。























は、 明治38 年（19 05 年）4月から、修正を
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なる。この時点で、 120 x iの答えが 80 であ
ることがわかっているという点に注意しよ























































2 × ！. ＝土
s 3 15 
[nf/dL］×［dL] = [nf] 
のように対応する。
「割合的な見方」 では、 式と単位が、
2 × ！. - 4 















例として、昭和47 年（ 1972） の教科書を挙
げる。
①lmの重さが 60gのはり金があります。





































































平成20年 単位量割合 単位量 割合(2008) 
表1及び表2において、「 水色表紙」とは、
昭和16 年 （1941） から使用された固定教
科書の通称である。「第VI期」 とは、昭和22
年 （1947） から使用された教科書である。





とは、「 割合的な見方」をさす。 また、 空欄
になっている所は、 教科書に記載されてい
戸hd
るこ とからでは、 読み取るこ とができなか













教科書を挙げる （表1 、 表2では 「昭和田
年J に該当）。





iが 3 こで、 ： 与
次に、（分数） × （分数） について考察し
ていく。 表1 より現行教科書以外 では、 「単
位量当たりの見方Jまたは「割合的な見方J
の どちらかに相当する説明がなされている




















つまり， 「60gの五分の三」 という 「割合










表1 での 「黒表紙J（分数） × （分数） を





































＝よ×4 ＝�3X5 3X5 
これは、 黒表紙教科書の中でも第一期と
呼ばれる明治38年（19 05）から使われてい
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